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中野早記

SiaPlace

東京都渋谷区道玄坂1-10-8渋谷
道玄坂東急ビル2F-C

必要なときに、必要な場所へ。病気になってからで

はなく、その前から看護が暮らしの中にある。人生

の“もしも”に備えるだけでなく、“もしも”が起こる
前からそっと寄り添い続けます。

ビジョン

代表

080-5197-5952

siaplace-ns.com

https://zaita9iryou.com/

「美容医療に興味はあるけれど、クリニックまで足を運ぶのが難しい」「初めてなので、誰かに相談し

ながら受けたい」。そんな人にとって新たな選択肢となるのが、自宅など希望する場所で施術を受けら

れる訪問美容医療です。SiaPlaceでは、看護師が利用者の美容や健康に関する悩みを丁寧に聞き取り、

医師と連携しながら、白玉点滴やニンニク注射、ピーリング（マッサージピール）などの美容医療を提

供しています。施術だけで終わらず、その後の体調や不安にも寄り添うことを大切にしているのが特徴

です。今回は、SiaPlace代表で看護師の中野早記さんに、訪問美容医療を始めた背景やこの1年間の変

化、安心して利用してもらうための取り組み、自費訪問看護、今後目指していくサービスの姿について

伺いました(2026年8月取材)。

健康相談から始まる訪問美容医療｜SiaPlaceが歩んだ1年

開業から1年を迎えましたが、美容医療と自費訪問看

護の利用割合はどのくらいでしたか？ また、利用者

にはどのような特徴がありますか？

美容医療が約8割、自費訪問看護が約2割でした。

私はビジネス交流会を中心に集客やお声がけをすることが多か

ったため、比較的利用しやすい美容医療の割合が高くなったと

思います。利用者は、普段忙しく働きながらも健康への関心が

高い、50代前後の男性が多かったですね。交流会をきっかけ

に利用される方は、男性経営者が中心でした。SiaPlaceの事業についてPRすると、「体の変化や不調を

感じる」「体力がグッと落ちてしまった」「まだまだ働きたいし、自分が倒れたら会社が心配」といっ

た健康面の不安をよく相談され、美容医療につながっていきました。

具体的には、どのような施術を利用された方が多かったでしょうか？

男性経営者の場合は、ニンニク注射や幹細胞上清液の施術を選ばれた方が多かったです。日頃の疲れが

気になる方には、ニンニク注射をおすすめしました。もっと元気に過ごしたい、若々しくいたいという

方には、幹細胞上清液をご案内することもありました。予算によって、おすすめする施術も変えていま

したね。また、経営者の方はゴルフをされることも多く、膝や腰が痛いといった悩みもよくうかがいま

した。そうした体の悩みをきっかけに、幹細胞治療などに関心を持たれる方もいらっしゃいましたね。

訪問場所は、どのような場所が多かったでしょうか？

ご自宅へ伺うほか、スペースをお借りしてイベント形式で実施

することもありました。他社で美容施術を受けていたものの、

通院が大変になり、訪問型に移行された方もいらっしゃいまし

た。また、「なかなか一人では行きづらいので、イベントとし

て何人かで受けたい」というお声もありましたね。近隣にお住

まいの方が多い場合には、場所をお借りして、そこに皆さんに

集まっていただく形をとることもありました。



この1年を振り返っての感想を教えてください。

私はもともと美容分野に長く関わっていたので、美容医療は自分にとっては身近なものでした。そのた

め、多くの方が利用しているものだと思っていたのですが、この1年間でさまざまな方と関わるなかで、

美容医療はまだまだ一般的なものではないと感じました。

在宅医療com株式会社

〒107-0062　東京都港区南青山3-1-36青山丸竹ビル6F

service@zaita9iryou.com

続きはQRコードからアクセスしてください　→ → → 

利用者が訪問型のサービスを選んだ理由を教えてください。

クリニックなどへ行く時間をなかなか確保できない方にとって、移動の負担を減らして時間を有効に使

えることが一番の理由でしたね。出張費がかかったとしても、移動にかかる時間や交通費まで含めて考

えると、決して高いものではないと感じていただけたようです。

リピートの状況はいかがでしたか？

リピートされる方もいれば、1回で終わる方もいらっしゃいました。合う・合わないもありますからね。

美容医療の施術のなかには、1回だけでは変化を実感しにくく、何回か繰り返すことで実感につながるも

のもあります。利用者からは、「よく眠れた」「施術後の飲み会でも酔いづらかった」といった感想を

いただくこともありました。

一方で、変化を感じていても、定期的に受けるとなると費用面を気にされる方もいました。不調を感じ

たタイミングでその都度利用された方もいて、ここは本当に人それぞれでしたね。

女性はどのような方が利用されていましたか？

女性は、子育て世代の方が多かったですね。「もともと美容医

療を受けていたけれど、子どもがいると時間を確保するのが難

しい」「子どもを一緒にクリニックへ連れていくのが難しい」

といった理由で利用された方が多かったです。また、点滴を今

まで受けたことがなく、初めて試してみたいという方がイベン

トにいらっしゃることもありました。

場所としては、サロンに出張してサロンに来たついでに受けて

いくという流れが多かったですね。

看護師が寄り添う訪問美容医療｜SiaPlaceの施術と安心のサポート

訪問型美容医療が選ばれる具体的な場面について教え

てください。

交流会でお話しする中で、健康相談をきっかけに美容医療につ

ながる機会が多かったです。

男性の場合、病気ではない段階で自費診療のクリニックに行く

機会があまりなく、興味はあるけれど、どこに行けばいいのか

分からないという方も多い印象です。体力の衰えなど、年齢に

よる体の変化を感じている方から相談を受けることもありまし

た。交流会で知り合った方から、興味がありそうな方をご紹介

いただくこともあり、意外と健康相談そのものにも需要がある

のだと感じました…
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